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【情報科学技術関連】 未来社会を見据えた先端基盤技術の強化

前

研究開発計画：
大目標
ICTを最大限に活用し、サイバー空間とフィジカル空間（現実世界）とを融合させた取組により、人々に豊かさをもたらす「超スマート社会」を未来社会の姿として
共有し、その実現に向けた一連の取組を更に深化させつつ「Society 5.0」として強力に推進し、世界に先駆けて超スマート社会を実現していく。このため、国は、
超スマート社会サービスプラットフォームの構築に必要となる基盤技術及び個別システムにおいて新たな価値創出のコアとなり現実世界で機能する基盤技術
について強化を図る。
大目標達成のために必要な中目標
我が国が世界に先駆けて超スマート社会を形成し、ビッグデータ等から付加価値を生み出していくために、産学官で協働して基礎研究から社会実装に向け
た開発を行うと同時に、技術進展がもたらす社会への影響や人間及び社会の在り方に対する洞察を深めながら、中長期的視野から超スマート社会サービスプ
ラットフォームの構築に必要となる基盤技術の強化を図る。

今回審議する研究開発課題：薄
い緑の太矢印、事前評価：黄▼、中

場合、白又は限りなく薄い色で（分科

前

後

前

未来社会に
おける新たな
価値の創出と
着想の獲得
に向けた研究
開発の推進

社会システム
と高度に連携
したサイバー
フィジカル情
報システム技
術の実現

未来社会における
新たな価値を創出し
、そこから生まれる
新たな着想を得るた
めに、超スマート社
会サービスプラット
フォームの構築に必
要となる基盤技術
の研究開発を推進
し、他分野との連携
を図りながら価値創
出と研究開発をス
パイラルに発展させ
る

：今年度審議する研究開発課題

AIP：人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト

「世界最高水準の
ICT利活用社会の
実現」に向けて、課
題解決のための技
術を確立するだけで
なく、社会のあるべ
き姿の実現のため
に必要な技術のシ
ーズを見いだすとと
もにその実用化を見
据えた研究開発を
推進し、社会実装に
つなげる

ビッグデータ利活用のための研究開発
ビッグデー
タ利活用
のための
システム
研究等

イノベーション創出を支える情報基盤
強化のための新技術開発

社会システム・サービスの最適化のための
ＩＴ統合システムの構築

ＨＰＣＩ（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）計画

ポスト「京」の開発

Society5.0実現化拠点支援事業
未来社会実現のためのICT基盤技術の研究開発

中

後

中

中

中

※詳細は別紙

後

ポスト「京」の
運営

参考資料２
情報科学技術委員会
（第103回） H30.7.26



2013

(FY25)

2014

(FY26)

2015

(FY27)

2016

(FY28)

2017

(FY29)

2018

(FY30)

2019

(FY31)

2020

(FY32)

2021

(FY33)

2022

(FY34)

2023

(FY35)

HPCI / ポスト「京」関連
今回審議する研究開発課題：薄

い緑の太矢印、事前評価：黄▼、中

場合、白又は限りなく薄い色で（分科

前

未来社会に
おける新たな
価値の創出と
着想の獲得
に向けた研究
開発の推進

多様なニーズに応
える革新的な計算
環境を構築し、そ
の利用を推進

：今年度審議する研究開発課題

ＨＰＣＩ（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）計画

「京」の運用

スーパーコンピュータ「京」の運営

「京」の利用促進

中

HPCIの整備・運営

HPCIの運用

中

将来のHPCIのｼｽﾃﾑのあり方の調査研究

後

HPCI戦略プログラム

後

ポスト「京」の開発

ポスト「京」のシステム開発

中

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関する
アプリケーション開発・研究開発

中 ポスト「京」の
運営

ポスト「京」の運営


